
○入所施設から地域生活へ移行された者についての追跡調査を実施。 

 ・障害者支援施設へ照会し回答のあった施設退所者７７人中、地域生活移行した者は６人。 
 
  【施設退所者７７人の内訳】 
   死亡４２人、老人入所施設１４人、障害入所施設６人、病院９人、 

   地域生活移行６人（グループホーム２人、自宅４人） 
 

① 地域生活移行した者の追跡調査結果 

 地域生活移行して   
 よかったか。 

○よかった 
 ・少人数の生活なので、食事など家庭的でとても居心地良いと話されていた。（グルー  

  プホーム） 
 ・自立しようという気持ちが強くなり生活にハリがでてきた。（グループホーム） 
 ・自分の意向が叶って良かったのではないか。（自宅） 
 ・施設の生活に縛られることなく自分のペースで生活できる。（自宅） 

○わからない 
 ・本人の意思がはっきりわからない。家族の意思で自宅に帰った。（自宅） 
 ・本人にとって長年暮らしてきた家に戻ったことは幸せかと思う。 ただ、これからの支 

  えはさらに大変になると予想される。（自宅） 

その理由             

わからない ２人 

よかった ４人 

・地域生活へ移行した者については、地域生活移行してよかったという声がある一方 

 で、今後を不安視する声も挙がっている。 
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